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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

元
日
ハ
ム
選
手
が
コ
ー
チ

【
知
内
】

　Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
と
プ
ロ
野
球
の
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
4
月
下
旬
、
渡
島
管
内
知
内

町
の
し
お
さ
い
野
球
場
で
野
球
教
室
を
初
開
催
し

た
。
同
町
の
他
、
松
前
町
・
福
島
町
・
奥
尻
町
か

ら
４
チ
ー
ム
、
57
人
の
小
学
生
が
参
加
。
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
元
選
手
で
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
須
永
永
輝

さ
ん
、
大
塚
豊
さ
ん
が
コ
ー
チ
を
務
め
た
。

　教
室
は
、Ｊ
Ａ
、Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
と
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
共
通
理
念
で
あ
る
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

に
向
け
た
活
動
の
一
環
。
野
球
を
通
じ
て
体
の
健
康

を
育
み
、
地
域
と
農
業
、Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
や
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
今
後
は
10
月
頃
ま
で
道
内
５
地
区
で
開
か
れ
る

予
定
。

子どもたちに指導する須永コーチ（右）

知
内
町
Ｐ
Ｒ
イ
ベン
トへ
出
店

【
知
内
】

　知
内
町
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
し
り
う
ち
春
の
カ
キ

ま
つ
り
」
が
５
月
３
日
、
同
町
役
場
駐
車
場
で
行
わ

れ
、Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
知
内
地
区
女
性
部
が
わ
く
わ

く
工
房
と
し
て
出
店
し
た
。

　同
イ
ベン
ト
に
は
、Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
知
内
営
農
セ

ン
タ
ー
も
協
賛
し
、
同
町
特
産
の
ブ
ラ
ン
ド
ニ
ラ
「
北

の
華
」
を
は
じ
め
、
同
女
性
部
手
作
り
の
「
赤
飯
」

や
「
べ
こ
も
ち
」「
野
菜
味
噌
漬
」
な
ど
を
対
面
販

売
し
完
売
し
た
。

　同
営
農
セ
ン
タ
ー
の
三
浦
課
長
は
「
当
日
は
大
勢

の
来
場
者
に
特
産
品
や
加
工
品
を
P
R
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
も
消
費
拡
大
に
向
け
て
P
R
を
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

対面販売を行う三浦課長（右）

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」な
ど
贈
呈

【
地
域
貢
献
】

　５
月
３
日
よ
り
開
幕
し
た
、
第
54
回
全
道
少
年

軟
式
野
球
函
館
支
部
大
会
に
当
J
A
が
協
賛
し
た
。

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
理

念
の
一つ
「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
々
を
つ
な
ぎ
、
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
」
に
賛
同
す
る
と
と
も
に
、
地
場
産

農
産
物
の
贈
呈
に
よ
る
食
農
教
育
に
つ
な
げ
る
の
が

狙
い
。

　道
南
各
地
か
ら
36
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
優
勝
し
た

「
森
ク
ラ
ブ
」、
準
優
勝
の
「
八
雲
・
長
万
部
合
同
」

な
ど
上
位
４
チ
ー
ム
に
「
函
館
育
ち
ふ
っ
く
り
ん
こ
」

や
「
農
協
ラ
ー
メ
ン
」
を
贈
呈
し
た
。

　表
彰
式
で
は
、
横
道
組
合
長
が
優
勝
・
準
優
勝

チ
ー
ム
に
商
品
パ
ネ
ル
を
手
渡
し
健
闘
を
た
た
え
た
。

優勝チームの選手に商品パネルを贈呈する横道組合長（右）

預
託
牛
の
入
牧

【
北
部
／
南
部
酪
農
畜
産
セ
ン
タ
ー
】

　長
万
部
町
が
運
営
す
る
共
立
牧
場
で
は
５
月
２

日
５
戸
２
１
６
頭
、
蕨
岱
牧
場
で
は
８
日
に
５
戸
１

１
０
頭
の
乳
牛
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
た
。

　同
７
・
８
日
の
両
日
、
木
古
内
町
の
Ｊ
Ａ
新
は
こ

だ
て
南
渡
島
地
区
家
畜
育
成
牧
場
で
も
入
牧
が
行

わ
れ
、
木
古
内
・
知
内
両
町
の
酪
農
・
畜
産
農
家

16
戸
か
ら
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
42
頭
、
褐
毛
和
種
82
頭

の
計
１
２
４
頭
を
受
け
入
れ
た
。

　放
牧
を
行
う
こ
と
で
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
筋

肉
・
消
化
器
官
の
強
化
に
つ
な
げ
健
康
的
な
牛
を

育
成
し
、
受
胎
率
向
上
を
目
指
す
。

　牛
は
10
月
下
旬
ま
で
育
成
し
た
あ
と
、
生
産
者

に
返
す
予
定
。

トラックから入牧する牛（木古内町で）

3

﹃
未
来
を
育
む
酪
農
家
と
し
て
﹄

八雲地区

中島　大介さん （22）
なかしま　だいすけ

取扱品目：乳牛96頭／黒毛和種12頭
　　　　 牧草31.5ha／デントコーン11ha

―

就
農
し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
本
別
町
の
道
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
︑
20
歳
の
時
に
親
元
で
就
農
し
ま
し
た
︒

幼
い
こ
ろ
か
ら
哺
乳
や
搾
乳
の
手
伝
い
を
し
て
き
た
こ
と
や
︑
曾
祖
父
の
代
か
ら

酪
農
家
で
あ
っ
た
た
め
設
備
が
整
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑
自
然
と
就
農
を
志
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

―

就
農
当
時
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
大
き
な
ト
ラ
ク
タ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
の
機
械
を
取
り
扱
う
の
は
難
し
く
︑
最

初
は
苦
労
し
ま
し
た
が
︑
最
近
で
は
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
︒

ま
た
︑
父
は
機
械
の
修
理
も
で
き
る
た
め
︑
今
後
は
自
分
も
修
理
が
で
き
る
よ
う

に
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

―

仕
事
を
し
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
仔
牛
の
分
娩
介
助
を
行
い
︑
親
牛
ま
で
育
て
上
げ
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
︒
育
成
に
は
２
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
︑
き
ち
ん
と
育
っ
て
く
れ
る
か
心

配
が
多
か
っ
た
た
め
︑
親
牛
と
な
り
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
︒

―

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
酪
農
情
勢
が
厳
し
い
中
︑
現
在
は
父
が
上
手

く
経
営
を
行
っ
て
く
れ
て
い
る
た
め
︑
後
継
者

と
し
て
酪
農
家
を
末
永
く
続
け
て
い
け
る
よ
う

な
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒

作業を行う中島さん

2



トマトの病害虫防除について

1. 灰色かび病
①症状
　茎葉の場合、枯れた部位に発生しやすく、進行すると灰色の胞
子を表面に形成します。果実では主に花殻が残ったがくから感染
し、果実表面にゴーストスポット(写真1)と呼ばれる白い円形の
病徴が現れるほか、ひどい場合には落果します。

②対策
　多湿条件を好むため、茎葉が繁茂しており、通気が悪いと多発
します。適度な換気と適切な葉の量を心がけましょう。また多発
すると防除が難しいため、感染している茎葉や果実を発見した場
合は、ハウス外に持ち出し適切に処理しましょう。

　これから気温が上昇するにつれて、病気や害虫の発生が増加してきます。早めに防除を行いましょう。

写真 1　灰色かび病によるゴーストスポット

2. 葉かび病
①症状
　近年、抵抗性品種でも発生が増加している病気です。感染する
と葉が白く退色する病斑が発生し(写真2)、葉の裏面にカビが発
生します。蔓延すると株全体に広がり、株が弱くなるほか、多発時
は株全体が枯れ上がります。

②対策
　灰色かび病同様、多湿条件を好むため、適度な換気を行いま
しょう。また、肥料切れにより病気が助長されるため、適切な施肥
管理を心がけましょう。

3. トマトキバガ
①症状
　近年、道内で発生が確認された新しい害虫です。
主に幼虫が食害し、ハモグリバエのように葉の薄
皮を残して内部を食害します(写真3)。多発すると
防除が難しく、果実の食害も発生します。

②対策
　多発すると防除が難しい害虫のため、早めの防
除を心がけましょう。また、食害された葉や果実を
発見した際は、ハウス外へ持ち出し適切に処理し
ましょう。

写真 2　葉かび病に罹患した葉の様子

写真 3　トマトキバガに食害された葉の様子
（ハモグリバエより面で食害する）

渡島農業改良普及センター

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！
グリーンタイムがホームページで閲覧できるようになりました

▲

5

水稲移植後の管理ポイント

（１）6月中旬の浅水管理を実施した水田の水温と気温を確認すると、水温が気温より高く推移していま
　　　した（図１）。移植直後は分げつ適温（16～30℃）に達しないことも多いため、適切な水管理に
　　　よる水温の確保が非常に重要です。
（２）適水温の確保のため､晴天時には水深3～4cmの浅水管理を行いましょう｡
　　　ただし､低温時や強風時は､深水にして､稲を保護してください｡

「早期に分げつ（茎数）を増やして､収量アップにつなげましょう !」
１　分げつ促進のための水管理

（１）ワキが甚だしい場合は、幼穂形成期前に中干しを行いましょう（表１）。

２　中干しの実施

（１）水田内に放置された補植用の苗は､いもち病の発生源になる恐れがあるので、必ず処分してください。
　　　また､例年いもち病が発生するほ場では、水面施用剤による防除を実施してください。
（２）近年、紋枯病や赤色菌核病の発生が増加しています。前年発生した場合は防除しましょう。

３　いもち病､紋枯病への対策

図 1　水田水温と気温の関係（R1 普及センター調べ）

図 2　紋枯病および赤色菌核病の防除対策

表 1　ワキの程度と対応

※ワキに注意するほ場
・生ワラを鋤込んだほ場
・耕起時に乾燥が悪いほ場
・透水性の悪いほ場

程度
稀
少
中
多
甚

水田に足を入れたときの状況
気泡の発生が無い

わずかに気泡の発生がある
気泡の発生が多い

盛んに気泡を発生する
足を入れなくても気泡が発生

生育への影響
無し
無し

根の活力低下
根張り不良
根の伸長阻害

対策
必要なし
必要なし

水交換・暗渠開放
晴天浅水・中耕除草
幼穂形成期前の中干し

紋枯病・赤色菌核病に登録ある剤
①水面施用剤　リンバー粒剤
　散布時期　幼穂形成期頃
②茎葉処理
　モンカットフロアブル（空散可能）、バリダシン液剤5
　※バリダシンエアーは紋枯病のみ登録あり
　散布時期　出穗20日前+出穂期

渡島農業改良普及センターのホームページ http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0138-77-8242 4



左から、中村和恵さん、相良修子さん

米
麺
と
ア
ス
パ
ラ
・
た
ら
こ
ク
リ
ー
ム
和
え

厚
沢
部
町
産
の
ア
ス
パ
ラ
を
使
っ
た

ア
ス
パ
ラ

～地産地消～

母ちゃんの

stagram飯
め し

厚沢部地区女性部

今回料理を紹介していただくのは…

厚沢部地区女性部

作り方

①米麺を２人前茹でる。

⑤ゆであがった米麺とゆで汁大さじ２を④のフライパンへ入れて、たらこを加え
混ぜ合わせる。
⑥お好みで粉チーズやブラックペッパーをふりかけ完成。

②アスパラ２本を斜め切りにする。
③フライパンにバターを入れアスパラを炒める。
④炒めた③に牛乳２００ｍｌとコンソメ小さじ２を入れ、ひと煮立ちさせ火を消す。

「この米麺はふっくりんこのお米から
つくられています！」

「今回は牛乳を使いさっぱり仕上げま
したが、生クリームを使えばこってり
させることもできます！」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
地
区
女
性
部
員
の
方
に
、
そ
の
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
用
い
た
料
理
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Meshistagram

485likes

#厚沢部町産
#ふっくりんこの米麺
#万能クリームソース
#パスタに変えてもおいしいよ！

【
栄
養
素
】
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸

【
効
果
】
非
必
須
ア
ミ
ノ
酸
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
謝
に
関
係
し
、
疲
労
回
復
や
体
液
バ

ラ
ン
ス
の
調
整
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
解
毒
、
美
肌
効
果
が
あ
る
。

材料（2人前）
アスパラ………………………………………………………………… ２本
米麺（パスタでも可）………………………………………………… ２人前
牛乳 …………………………………………………………………２００ｍｌ
バター…………………………………………………………………… ２０ｇ
コンソメ………………………………………………………………小さじ2
たらこ………………………………………………………………… １腹程
ゆで汁…………………………………………………………………大さじ２
粉チーズ…………………………………………………………… お好みで
ブラックペッパー ………………………………………………… お好みで
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水稲移植後の管理ポイント（初期生育の確保と雑草対策）

　良品質米を安定的に生産するためには、初期
生育（初期の分げつ）の確保が非常に重要です。
移植後にしっかりと分げつを発生させること
で、茎数・穂数の生育が揃い、品質や収量の確保
につながります。初期生育を向上させるために、
幾つかのポイントを確認しましょう。
■分げつ発生と天候に合わせた水温管理
　分げつ発生の適水温は16 ～ 30℃で、上川農業
試験場の成績では23℃程度で最も茎数が増加し
ています。分げつは昼夜の温度差が大きいと多
くなります（表１）。6月は気温や水温が適温より
低いことが多いため、水温上昇を目指して、天候
に合わせた水管理を実施しましょう。
①晴天が予想される場合
　浅水管理（1 ～ 3cm程度）で、水温と地温の上
昇を図りましょう。また、浅水管理により昼夜の
水温差も大きくなります。
②風の強い日や低温が予想される場合
　深水管理（7 ～ 10cm程度）で稲を保護しま
しょう。大規模な水田は水量調整が難しいこと
があります。そのため、週間天気予報などに注意
し、予想される気温等に応じて、入水を実施しま
す。
③水田に入水するタイミング
　水田や用水路の水は日中に温められます。夕
方から夜間に温められたかんがい水を引き入
れ、日中は止水として、田面水の温度上昇を図り

ましょう。
■土壌還元（ワキ）対策
　透排水性が不良なほ場や、稲わらを春にすき
込んだほ場では有機物の分解がすすむとワキが
発生しやすくなります。ワキの程度が強くなる
と有害物質が発生し、根が傷むので、表２の対策
を検討しましょう。
■中干し
　中干しは根に酸素を供給し、活力を高めます。
その一方、水での保護がなくなるため、生育が一
時的に停滞し、分げつの発生が抑制されやすく
なります。ワキの程度や分げつの発生状況、天候
を考慮して幼穂形成期前に中干しを実施するか
検討しましょう。
　効率的に排水する方法として、「溝切りの実
施」や「乗用管理機の走行跡の利用」があります。
これらの溝を排水路につなげて排水性の向上を
図りましょう（図1）。
■雑草対策
　除草剤を使用する場合は、使用時期、使用量や
使用方法を守りましょう。かんがい用水の掛け
流しや漏水は、除草効果の低下や除草剤の河川
流入による環境への悪影響につながるため、除
草剤散布時は止水にしましょう。ネズミやケラ
などによる漏水がないかチェック・補修し、水
尻をふさいでから散布しましょう。

表１　分げつ発生を促す水管理
水温条件 備考

適水温

生理的な
限界水温 13℃前後

16 ～ 30℃
(特に23℃程度)

昼夜の温度差が大きいと
分げつが多くなる。
(夜間15℃、昼30℃)

表２　ワキの発生程度と対策
区分 ワキの発生程度 管理のポイント

軽

中～強
・好天日に落水・溝切り
・連続高温日に中干し
（中干し期間は5日を限度とする）

・暗きょ排水口の開放
・水の入れ替え

「ブクブク」という程度
または白根が30％以上ある

「ジュージュー」とわき、強い異臭がする
または赤い根が70％以上の場合

図 1　溝の切り方

排水路

水田
溝切りの間隔
基準：20～30畦ごと
※排水不良田：
　　　15～20畦ごと

・水田外周にも溝を
　切りましょう
・溝は必ず排水路に
　つなげましょう

檜山農業改良普及センター

檜山農業改良普及センターのホームページ http://www.hiyama.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0139-53-6141

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！
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ま
す
。
地
域
と
の
関
係
性
は
地
区
役

員
の
活
動
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　信
用
共
済
金
融
店
舗
は
、
広
域
営

農
セ
ン
タ
ー
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇

　各
地
区
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
営
農

体
制
は
必
要
で
あ
り
、
現
状
と
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　実
感
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
等
に
努
め
ま
す
。

◇

　相
談
等
は
関
係
部
署
へ
繋
げ
ま
す

の
で
、
職
員
へ
気
兼
ね
な
く
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

　北
海
道
信
連
が
増
資
を
計
画
し
て

お
り
J
A
へ
の
増
資
要
請
は
現
在
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
農
林
中
金
か

ら
信
連
へ
の
奨
励
金
に
影
響
が
出
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
当
年
の
信

連
か
ら
J
A
へ
の
奨
励
金
は
前
年
と

同
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、

ク
ミ
カ
ン
の
営
農
コ
ー
ド
の
割
付
が

出
来
な
い
状
態
で
す
。
普
通
口
座
で

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◇

　令
和
7
年
産
米
の
出
荷
契
約
時
に

は
契
約
概
算
金
を
提
示
し
、
契
約
数

量
を
積
み
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
加
工
米
や
輸
出
米
で

も
主
食
用
米
並
み
の
手
取
り
を
確
保

し
、「
農
協
に
出
荷
し
て
良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

◇

　令
和
6
年
産
主
食
米
の
追
加
精
算

は
3
〜
4
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

5
月
末
ま
で
に
決
定
し
周
知
し
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　事
業
内
容
を
確
認
し
、
町
に
要
望

い
た
し
ま
す
。

◇

　情
報
を
セ
ン
タ
ー
内
で
共
有
し
発

信
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◇

　内
容
を
確
認
し
、
情
報
提
供
い
た

し
ま
す
。

◇

　今
年
度
も
、
酪
農
部
会
と
支
援
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
取
り
進
め
ま
す
。

◇

　行
政
支
援
な
ら
び
に
各
組
合
の
事

業
内
容
等
の
差
異
も
あ
り
ま
す
の
で
、

調
査
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　経
営
規
模
維
持
・
拡
大
が
可
能
な

ス
マ
ー
ト
農
業
等
を
推
進
し
て
お
り

　
　…
質
問
・
意
見

　◇
…
回
答

◇

　（意
見
）

◇

　再
編
に
は
倉
庫
の
新
設
が
必
要
で

あ
り
、
総
務
省
の
事
業
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
解
体
費
も
対
象
と
な
る

た
め
地
区
生
産
者
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　現
在
、
広
域
・
重
点
品
目
は
本
店

職
員
が
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

長
ネ
ギ
・
ト
マ
ト
・
ニ
ラ
に
つ
い
て
、

今
後
は
本
店
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

各
営
農
セ
ン
タ
ー
販
売
担
当
職
員
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　有
利
販
売
の
た
め
同
一
品
目
は
規

格
や
ル
ー
ル
等
を
合
わ
せ
る
よ
う
、

地
区
役
員
や
各
組
合
員
と
協
議
を
し

な
が
ら
取
り
進
め
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　2
月
に
施
設
再
編
の
現
場
説
明
会

を
開
催
し
、
上
磯
集
出
荷
施
設
で
の

対
応
は
長
期
的
に
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、
七
飯
町
の
広
域
集
出
荷
施
設

へ
集
約
す
る
方
針
で
す
。
今
後
も
出

荷
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
対
応
可
能

な
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

◇

　農
協
出
荷
以
外
に
出
荷
先
が
多
様

化
し
て
い
ま
す
が
、
集
荷
販
売
対
応

を
強
化
す
る
こ
と
で
農
協
出
荷
の
有

利
性
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
取

引
先
に
は
生
産
コ
ス
ト
を
提
示
し
、

希
望
取
引
価
格
に
基
づ
く
販
売
に
よ

り
農
業
所
得
の
増
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◇

　事
業
利
益
が
出
て
い
な
い
の
は
課

題
で
す
。
事
業
管
理
費
は
人
件
費
等

で
赤
字
を
抑
え
て
い
ま
す
が
直
接
経

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
地
域
・
品

目
ご
と
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

予
冷
、
保
管
、
施
設
管
理
も
品
質
確

保
で
重
要
な
対
策
で
す
。
今
後
、
意

見
を
考
慮
し
た
改
善
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　経
営
移
譲
の
と
き
に
司
法
書
士
に

依
頼
し
手
続
き
を
お
願
い
し
て
確
認

し
て
お
り
ま
す
。
根
抵
当
権
の
効
力

を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の

債
務
者
の
名
義
に
変
更
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇

　北
斗
地
区
、
七
飯
地
区
を
集
約
し

担
当
割
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
L
A

同
士
の
情
報
共
有
や
新
人
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
効
果
は
出
て
お

り
ま
す
。

◇

　現
状
は
広
域
理
事
が
2
名
お
り
、

役
員
の
15
％
以
上
を
女
性
登
用
す
る

指
針
に
対
応
す
る
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　今
回
の
再
編
で
は
、
特
に
農
産
関

係
の
販
売
力
強
化
の
た
め
、
農
産
に

着
目
し
営
農
指
導
と
い
う
点
を
含
め

て
考
え
た
場
合
、
渡
島
・
檜
山
に
統

合
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　色
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
広

域
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー
構
想
は
3
〜

4
年
前
か
ら
検
討
し
、
各
部
会
で
も

協
議
す
る
よ
う
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
十
分
な
協
議
期
間
が
必
要
と

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

◇

　同
地
区
か
ら
2
名
を
選
出
し
な
い

こ
と
で
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　検
討
段
階
で
は
対
応
可
能
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　各
地
域
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
現
状
と
同
様
の
方
法
で
役
員
を

選
出
す
る
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　理
事
会
内
で
の
役
員
協
議
会
に
お

け
る
協
議
経
過
で
あ
り
、
決
定
事
項

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
会
等
で
も

議
論
し
て
お
り
、
将
来
構
想
は
早
め

に
組
合
員
へ
周
知
を
行
い
、
意
見
を

貰
い
な
が
ら
作
り
上
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◇

　貸
出
審
査
、
マ
ネ
ロ
ン
資
金
対
策

や
疑
わ
し
い
取
引
等
の
検
証
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
全
般
に
関
す
る
業
務

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　リ
ス
ク
管
理
室
と
し
て
、「
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　昨
年
と
比
較
す
る
と
数
千
万
円
悪

化
し
て
お
り
ま
す
。
通
常
年
で
は
発

生
し
な
い
収
益
も
あ
り
ま
し
た
が
、

出
荷
量
の
減
少
、
施
設
運
営
費
用
の

増
加
や
利
用
料
の
減
少
な
ど
が
一
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　各
地
区
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
地
区
毎
の
人
数
配
分
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　役
員
報
酬
審
議
会
で
協
議
を
行
い
、

総
代
会
で
は
総
額
を
承
認
い
た
だ
く

手
続
き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　職
員
が
学
識
経
験
理
事
と
な
る
こ

と
に
問
題
は
な
く
、
必
ず
し
も
外
部

か
ら
引
き
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　可
能
な
範
囲
で
職
員
給
与
の
底
上

げ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
年
間
１
万
件
程

度
の
閲
覧
状
況
で
、
融
資
関
連
が
多

く
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◇

　積
立
金
の
目
的
外
の
理
由
で
の
取

り
崩
し
に
は
、
総
代
会
決
議
が
必
要

で
す
。
な
お
、
平
成
20
年
当
時
は
、

金
融
危
機
に
限
り
、
取
り
崩
し
が
可

能
な
状
況
で
し
た
。

◇

　（要
望
）

◇

　リ
ク
ル
ー
ト
対
策
を
主
な
目
的
と

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
で
約

5
0
0
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　新
採
用
や
若
年
層
の
給
与
改
定
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　正
職
員
で
は
本
店
で
7
名
、
知
内

で
4
名
で
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　部
門
ご
と
に
状
況
を
把
握
し
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　出
荷
方
法
の
調
整
に
よ
り
共
選
業

務
量
の
増
加
に
対
応
し
改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
他
地
区
で

の
経
験
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

と
考
え
、
適
材
適
所
と
本
人
事
情
を

考
慮
し
な
が
ら
異
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　大
野
、
大
中
山
は
商
系
の
安
値
販

売
の
た
め
止
む
無
く
追
随
し
て
お
り

ま
す
。
全
地
区
を
採
算
割
れ
の
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
や
組
合
員
に
更
な

る
値
引
き
は
経
営
上
厳
し
く
で
き
ま

せ
ん
。
組
合
員
向
け
営
農
用
灯
油
、

免
税
軽
油
は
統
一
価
格
で
特
別
対
応

し
て
い
る
点
も
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇

　令
和
７
年
度
は
木
古
内
S
S
の
洗

車
機
と
電
光
看
板
の
導
入
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

◇

　多
様
な
価
格
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

当
社
の
価
格
の
優
劣
も
日
々
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
営
農
用
灯
油
、
免
税

軽
油
は
後
戻
し
を
含
め
て
安
価
安
定

供
給
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　大
型
車
の
車
検
と
タ
イ
ヤ
交
換
対

応
に
向
け
た
設
備
・
機
器
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
酪
農
畜
産
関
係
】

【
農
業
振
興
部
関
係
】

8
生
産
施
設
、
倉
庫
事
業
の
赤
字
を

酪
農
畜
産
の
収
益
で
埋
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。

1
せ
た
な
町
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
事

業
の
要
件
緩
和
を
農
協
か
ら
も
要

望
し
て
ほ
し
い
。

1
組
合
員
と
の
繋
が
り
も
薄
れ
、

J
A
外
取
引
が
増
え
て
い
る
が
、

J
A
は
５
年
後
の
姿
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

2
東
地
区
広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
再

編
す
る
計
画
だ
が
、
上
磯
・
七
重

浜
支
店
の
扱
い
は
ど
う
な
る
の

か
。

3
広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
り
、

組
合
員
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
は
変

わ
る
の
か
。

4
出
向
く
と
あ
る
が
、
実
感
と
し
て

感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
農
協
主

導
の
研
修
な
ど
情
報
提
供
不
足
を

感
じ
て
い
る
。

5
酪
農
継
続
に
は
ヘ
ル
パ
ー
組
合
の

安
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

組
合
を
農
協
事
業
と
し
て
行
う
こ

と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

2
和
牛
巡
回
時
に
お
い
て
、
生
産
者

に
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

3
新
冷
媒
バ
ル
ク
更
新
で
冷
凍
機
の

み
の
交
換
が
で
き
な
い
メ
ー
カ
ー

が
あ
る
の
で
内
容
を
確
認
し
て
ほ

し
い
。

4
酪
農
部
門
の
収
益
を
も
う
少
し
酪

農
家
に
向
け
て
ほ
し
い
。

11
商
系
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
、

J
A
コ
ネ
ク
ト
な
ど
の
媒
体
を

使
っ
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
発

信
す
る
と
と
も
に
農
協
出
荷
が
有

利
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
て
ほ
し

い
。

10
令
和
6
年
産
米
に
対
す
る
追
加
払

い
単
価
や
支
払
い
時
期
情
報
を
教

え
て
ほ
し
い
。

9
J
A
の
集
荷
対
策
と
し
て
他
府
県

の
例
で
概
算
金
を
提
示
し
た
取
り

組
み
が
あ
る
が
、
当
農
協
に
お
け

る
令
和
7
年
産
米
の
集
荷
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

5
新
規
就
農
者
に
対
し
て
積
極
的
に

指
導
願
い
た
い
。

7
J
A
以
外
の
他
団
体
が
野
菜
集

荷
・
販
売
を
値
決
め
で
行
う
よ
う

だ
が
、
農
協
に
出
荷
物
が
集
ま
ら

な
け
れ
ば
有
利
販
売
や
組
織
活
動

の
崩
壊
に
繋
が
り
か
ね
な
い
し
離

職
原
因
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、

産
地
信
頼
も
薄
れ
て
く
る
た
め
、

商
系
業
者
に
負
け
な
い
販
売
は
で

き
な
い
の
か
。

9

組合員懇談会開催結果報告

ま
す
。
地
域
と
の
関
係
性
は
地
区
役

員
の
活
動
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　信
用
共
済
金
融
店
舗
は
、
広
域
営

農
セ
ン
タ
ー
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇

　各
地
区
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
営
農

体
制
は
必
要
で
あ
り
、
現
状
と
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　実
感
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
等
に
努
め
ま
す
。

◇

　相
談
等
は
関
係
部
署
へ
繋
げ
ま
す

の
で
、
職
員
へ
気
兼
ね
な
く
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

　北
海
道
信
連
が
増
資
を
計
画
し
て

お
り
J
A
へ
の
増
資
要
請
は
現
在
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
農
林
中
金
か

ら
信
連
へ
の
奨
励
金
に
影
響
が
出
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
当
年
の
信

連
か
ら
J
A
へ
の
奨
励
金
は
前
年
と

同
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、

ク
ミ
カ
ン
の
営
農
コ
ー
ド
の
割
付
が

出
来
な
い
状
態
で
す
。
普
通
口
座
で

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◇

　令
和
7
年
産
米
の
出
荷
契
約
時
に

は
契
約
概
算
金
を
提
示
し
、
契
約
数

量
を
積
み
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
加
工
米
や
輸
出
米
で

も
主
食
用
米
並
み
の
手
取
り
を
確
保

し
、「
農
協
に
出
荷
し
て
良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

◇

　令
和
6
年
産
主
食
米
の
追
加
精
算

は
3
〜
4
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

5
月
末
ま
で
に
決
定
し
周
知
し
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　事
業
内
容
を
確
認
し
、
町
に
要
望

い
た
し
ま
す
。

◇

　情
報
を
セ
ン
タ
ー
内
で
共
有
し
発

信
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◇

　内
容
を
確
認
し
、
情
報
提
供
い
た

し
ま
す
。

◇

　今
年
度
も
、
酪
農
部
会
と
支
援
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
取
り
進
め
ま
す
。

◇

　行
政
支
援
な
ら
び
に
各
組
合
の
事

業
内
容
等
の
差
異
も
あ
り
ま
す
の
で
、

調
査
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　経
営
規
模
維
持
・
拡
大
が
可
能
な

ス
マ
ー
ト
農
業
等
を
推
進
し
て
お
り

　
　…
質
問
・
意
見

　◇
…
回
答

◇

　（意
見
）

◇

　再
編
に
は
倉
庫
の
新
設
が
必
要
で

あ
り
、
総
務
省
の
事
業
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
解
体
費
も
対
象
と
な
る

た
め
地
区
生
産
者
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　現
在
、
広
域
・
重
点
品
目
は
本
店

職
員
が
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

長
ネ
ギ
・
ト
マ
ト
・
ニ
ラ
に
つ
い
て
、

今
後
は
本
店
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

各
営
農
セ
ン
タ
ー
販
売
担
当
職
員
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　有
利
販
売
の
た
め
同
一
品
目
は
規

格
や
ル
ー
ル
等
を
合
わ
せ
る
よ
う
、

地
区
役
員
や
各
組
合
員
と
協
議
を
し

な
が
ら
取
り
進
め
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　2
月
に
施
設
再
編
の
現
場
説
明
会

を
開
催
し
、
上
磯
集
出
荷
施
設
で
の

対
応
は
長
期
的
に
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、
七
飯
町
の
広
域
集
出
荷
施
設

へ
集
約
す
る
方
針
で
す
。
今
後
も
出

荷
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
対
応
可
能

な
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

◇

　農
協
出
荷
以
外
に
出
荷
先
が
多
様

化
し
て
い
ま
す
が
、
集
荷
販
売
対
応

を
強
化
す
る
こ
と
で
農
協
出
荷
の
有

利
性
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
取

引
先
に
は
生
産
コ
ス
ト
を
提
示
し
、

希
望
取
引
価
格
に
基
づ
く
販
売
に
よ

り
農
業
所
得
の
増
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◇

　事
業
利
益
が
出
て
い
な
い
の
は
課

題
で
す
。
事
業
管
理
費
は
人
件
費
等

で
赤
字
を
抑
え
て
い
ま
す
が
直
接
経

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
地
域
・
品

目
ご
と
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

予
冷
、
保
管
、
施
設
管
理
も
品
質
確

保
で
重
要
な
対
策
で
す
。
今
後
、
意

見
を
考
慮
し
た
改
善
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　経
営
移
譲
の
と
き
に
司
法
書
士
に

依
頼
し
手
続
き
を
お
願
い
し
て
確
認

し
て
お
り
ま
す
。
根
抵
当
権
の
効
力

を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の

債
務
者
の
名
義
に
変
更
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇

　北
斗
地
区
、
七
飯
地
区
を
集
約
し

担
当
割
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
L
A

同
士
の
情
報
共
有
や
新
人
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
効
果
は
出
て
お

り
ま
す
。

◇

　現
状
は
広
域
理
事
が
2
名
お
り
、

役
員
の
15
％
以
上
を
女
性
登
用
す
る

指
針
に
対
応
す
る
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　今
回
の
再
編
で
は
、
特
に
農
産
関

係
の
販
売
力
強
化
の
た
め
、
農
産
に

着
目
し
営
農
指
導
と
い
う
点
を
含
め

て
考
え
た
場
合
、
渡
島
・
檜
山
に
統

合
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　色
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
広

域
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー
構
想
は
3
〜

4
年
前
か
ら
検
討
し
、
各
部
会
で
も

協
議
す
る
よ
う
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
十
分
な
協
議
期
間
が
必
要
と

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

◇

　同
地
区
か
ら
2
名
を
選
出
し
な
い

こ
と
で
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　検
討
段
階
で
は
対
応
可
能
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　各
地
域
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
現
状
と
同
様
の
方
法
で
役
員
を

選
出
す
る
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　理
事
会
内
で
の
役
員
協
議
会
に
お

け
る
協
議
経
過
で
あ
り
、
決
定
事
項

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
会
等
で
も

議
論
し
て
お
り
、
将
来
構
想
は
早
め

に
組
合
員
へ
周
知
を
行
い
、
意
見
を

貰
い
な
が
ら
作
り
上
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◇

　貸
出
審
査
、
マ
ネ
ロ
ン
資
金
対
策

や
疑
わ
し
い
取
引
等
の
検
証
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
全
般
に
関
す
る
業
務

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　リ
ス
ク
管
理
室
と
し
て
、「
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　昨
年
と
比
較
す
る
と
数
千
万
円
悪

化
し
て
お
り
ま
す
。
通
常
年
で
は
発

生
し
な
い
収
益
も
あ
り
ま
し
た
が
、

出
荷
量
の
減
少
、
施
設
運
営
費
用
の

増
加
や
利
用
料
の
減
少
な
ど
が
一
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　各
地
区
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
地
区
毎
の
人
数
配
分
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　役
員
報
酬
審
議
会
で
協
議
を
行
い
、

総
代
会
で
は
総
額
を
承
認
い
た
だ
く

手
続
き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　職
員
が
学
識
経
験
理
事
と
な
る
こ

と
に
問
題
は
な
く
、
必
ず
し
も
外
部

か
ら
引
き
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　可
能
な
範
囲
で
職
員
給
与
の
底
上

げ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
年
間
１
万
件
程

度
の
閲
覧
状
況
で
、
融
資
関
連
が
多

く
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◇

　積
立
金
の
目
的
外
の
理
由
で
の
取

り
崩
し
に
は
、
総
代
会
決
議
が
必
要

で
す
。
な
お
、
平
成
20
年
当
時
は
、

金
融
危
機
に
限
り
、
取
り
崩
し
が
可

能
な
状
況
で
し
た
。

◇

　（要
望
）

◇

　リ
ク
ル
ー
ト
対
策
を
主
な
目
的
と

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
で
約

5
0
0
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　新
採
用
や
若
年
層
の
給
与
改
定
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　正
職
員
で
は
本
店
で
7
名
、
知
内

で
4
名
で
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　部
門
ご
と
に
状
況
を
把
握
し
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　出
荷
方
法
の
調
整
に
よ
り
共
選
業

務
量
の
増
加
に
対
応
し
改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
他
地
区
で

の
経
験
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

と
考
え
、
適
材
適
所
と
本
人
事
情
を

考
慮
し
な
が
ら
異
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　大
野
、
大
中
山
は
商
系
の
安
値
販

売
の
た
め
止
む
無
く
追
随
し
て
お
り

ま
す
。
全
地
区
を
採
算
割
れ
の
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
や
組
合
員
に
更
な

る
値
引
き
は
経
営
上
厳
し
く
で
き
ま

せ
ん
。
組
合
員
向
け
営
農
用
灯
油
、

免
税
軽
油
は
統
一
価
格
で
特
別
対
応

し
て
い
る
点
も
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇

　令
和
７
年
度
は
木
古
内
S
S
の
洗

車
機
と
電
光
看
板
の
導
入
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

◇

　多
様
な
価
格
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

当
社
の
価
格
の
優
劣
も
日
々
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
営
農
用
灯
油
、
免
税

軽
油
は
後
戻
し
を
含
め
て
安
価
安
定

供
給
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　大
型
車
の
車
検
と
タ
イ
ヤ
交
換
対

応
に
向
け
た
設
備
・
機
器
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

※要約版でありますことを予めご了承願います。

2
若
松
地
区
の
支
店
事
務
所
の
活
用

方
法
や
施
設
再
編
計
画
に
関
し
て

意
見
・
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
米
施
設
改
修
計
画
は
国
の

事
業
を
活
用
す
る
予
定
だ
が
、
地

域
要
望
後
に
事
業
申
請
し
た
場

合
、
実
現
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

1
早
出
し
馬
鈴
薯
や
南
瓜
の
販
売
が

好
調
だ
っ
た
。
販
売
担
当
に
感
謝

し
た
い
。

【
生
産
販
売
部
関
係
】

5
再
編
後
の
広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
に

関
し
て
、
現
実
的
に
は
地
区
が
違

う
と
考
え
方
も
相
違
し
て
い
る
。

ど
の
様
に
再
編
や
農
産
物
販
売
統

一
し
て
い
く
の
か
。

3
販
売
担
当
は
余
裕
を
持
っ
た
人
員

体
制
と
し
、
し
っ
か
り
育
成
し
て

ほ
し
い
。

4
生
産
施
設
課
職
員
の
離
職
が
多
い

た
め
、
離
職
理
由
を
し
っ
か
り
分

析
し
対
策
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

休
日
に
関
係
な
く
市
場
対
応
を
行

う
特
異
性
を
考
慮
し
た
業
務
評
価

を
し
て
ほ
し
い
。

6
上
磯
の
共
選
施
設
再
編
に
関
し

て
、
野
菜
や
花
卉
の
集
荷
体
制
等

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

令和７年４月２日（水）～４日（金）開催日時

対象者数１，９０６人、出席者数１５２人、出席率８．０％出席状況

７地区・７会場で開催開催状況

組
合
員
懇
談
会
開
催

　
　
　
　
　
　結
果
報
告
（
要
約
版
）

　
第
７
次
地
域
農
業
振
興
計
画
（
令
和
６
年
度
〜
令
和
１０
年
度
）

で
は
、
重
点
実
施
項
目
の
一
つ
と
し
て
「
対
話
を
通
じ
た
組
合
員

と
の
関
係
強
化
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
と
の
対
話
を
通

じ
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
課
題
を
共
有

し
、
意
思
結
集
の
も
と
で
「
協
同
の
成
果
」
の
追
求
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

話し 聞き 相談し

8



ま
す
。
地
域
と
の
関
係
性
は
地
区
役

員
の
活
動
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　信
用
共
済
金
融
店
舗
は
、
広
域
営

農
セ
ン
タ
ー
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇

　各
地
区
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
営
農

体
制
は
必
要
で
あ
り
、
現
状
と
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　実
感
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
等
に
努
め
ま
す
。

◇

　相
談
等
は
関
係
部
署
へ
繋
げ
ま
す

の
で
、
職
員
へ
気
兼
ね
な
く
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

　北
海
道
信
連
が
増
資
を
計
画
し
て

お
り
J
A
へ
の
増
資
要
請
は
現
在
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
農
林
中
金
か

ら
信
連
へ
の
奨
励
金
に
影
響
が
出
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
当
年
の
信

連
か
ら
J
A
へ
の
奨
励
金
は
前
年
と

同
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、

ク
ミ
カ
ン
の
営
農
コ
ー
ド
の
割
付
が

出
来
な
い
状
態
で
す
。
普
通
口
座
で

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◇

　令
和
7
年
産
米
の
出
荷
契
約
時
に

は
契
約
概
算
金
を
提
示
し
、
契
約
数

量
を
積
み
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
加
工
米
や
輸
出
米
で

も
主
食
用
米
並
み
の
手
取
り
を
確
保

し
、「
農
協
に
出
荷
し
て
良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

◇

　令
和
6
年
産
主
食
米
の
追
加
精
算

は
3
〜
4
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

5
月
末
ま
で
に
決
定
し
周
知
し
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　事
業
内
容
を
確
認
し
、
町
に
要
望

い
た
し
ま
す
。

◇

　情
報
を
セ
ン
タ
ー
内
で
共
有
し
発

信
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◇

　内
容
を
確
認
し
、
情
報
提
供
い
た

し
ま
す
。

◇

　今
年
度
も
、
酪
農
部
会
と
支
援
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
取
り
進
め
ま
す
。

◇

　行
政
支
援
な
ら
び
に
各
組
合
の
事

業
内
容
等
の
差
異
も
あ
り
ま
す
の
で
、

調
査
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　経
営
規
模
維
持
・
拡
大
が
可
能
な

ス
マ
ー
ト
農
業
等
を
推
進
し
て
お
り

　
　…
質
問
・
意
見

　◇
…
回
答

◇

　（意
見
）

◇

　再
編
に
は
倉
庫
の
新
設
が
必
要
で

あ
り
、
総
務
省
の
事
業
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
解
体
費
も
対
象
と
な
る

た
め
地
区
生
産
者
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　現
在
、
広
域
・
重
点
品
目
は
本
店

職
員
が
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

長
ネ
ギ
・
ト
マ
ト
・
ニ
ラ
に
つ
い
て
、

今
後
は
本
店
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

各
営
農
セ
ン
タ
ー
販
売
担
当
職
員
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　有
利
販
売
の
た
め
同
一
品
目
は
規

格
や
ル
ー
ル
等
を
合
わ
せ
る
よ
う
、

地
区
役
員
や
各
組
合
員
と
協
議
を
し

な
が
ら
取
り
進
め
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　2
月
に
施
設
再
編
の
現
場
説
明
会

を
開
催
し
、
上
磯
集
出
荷
施
設
で
の

対
応
は
長
期
的
に
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、
七
飯
町
の
広
域
集
出
荷
施
設

へ
集
約
す
る
方
針
で
す
。
今
後
も
出

荷
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
対
応
可
能

な
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

◇

　農
協
出
荷
以
外
に
出
荷
先
が
多
様

化
し
て
い
ま
す
が
、
集
荷
販
売
対
応

を
強
化
す
る
こ
と
で
農
協
出
荷
の
有

利
性
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
取

引
先
に
は
生
産
コ
ス
ト
を
提
示
し
、

希
望
取
引
価
格
に
基
づ
く
販
売
に
よ

り
農
業
所
得
の
増
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◇

　事
業
利
益
が
出
て
い
な
い
の
は
課

題
で
す
。
事
業
管
理
費
は
人
件
費
等

で
赤
字
を
抑
え
て
い
ま
す
が
直
接
経

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
地
域
・
品

目
ご
と
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

予
冷
、
保
管
、
施
設
管
理
も
品
質
確

保
で
重
要
な
対
策
で
す
。
今
後
、
意

見
を
考
慮
し
た
改
善
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　経
営
移
譲
の
と
き
に
司
法
書
士
に

依
頼
し
手
続
き
を
お
願
い
し
て
確
認

し
て
お
り
ま
す
。
根
抵
当
権
の
効
力

を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の

債
務
者
の
名
義
に
変
更
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇

　北
斗
地
区
、
七
飯
地
区
を
集
約
し

担
当
割
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
L
A

同
士
の
情
報
共
有
や
新
人
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
効
果
は
出
て
お

り
ま
す
。

◇

　現
状
は
広
域
理
事
が
2
名
お
り
、

役
員
の
15
％
以
上
を
女
性
登
用
す
る

指
針
に
対
応
す
る
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　今
回
の
再
編
で
は
、
特
に
農
産
関

係
の
販
売
力
強
化
の
た
め
、
農
産
に

着
目
し
営
農
指
導
と
い
う
点
を
含
め

て
考
え
た
場
合
、
渡
島
・
檜
山
に
統

合
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　色
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
広

域
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー
構
想
は
3
〜

4
年
前
か
ら
検
討
し
、
各
部
会
で
も

協
議
す
る
よ
う
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
十
分
な
協
議
期
間
が
必
要
と

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

◇

　同
地
区
か
ら
2
名
を
選
出
し
な
い

こ
と
で
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　検
討
段
階
で
は
対
応
可
能
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　各
地
域
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
現
状
と
同
様
の
方
法
で
役
員
を

選
出
す
る
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　理
事
会
内
で
の
役
員
協
議
会
に
お

け
る
協
議
経
過
で
あ
り
、
決
定
事
項

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
会
等
で
も

議
論
し
て
お
り
、
将
来
構
想
は
早
め

に
組
合
員
へ
周
知
を
行
い
、
意
見
を

貰
い
な
が
ら
作
り
上
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◇

　貸
出
審
査
、
マ
ネ
ロ
ン
資
金
対
策

や
疑
わ
し
い
取
引
等
の
検
証
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
全
般
に
関
す
る
業
務

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　リ
ス
ク
管
理
室
と
し
て
、「
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　昨
年
と
比
較
す
る
と
数
千
万
円
悪

化
し
て
お
り
ま
す
。
通
常
年
で
は
発

生
し
な
い
収
益
も
あ
り
ま
し
た
が
、

出
荷
量
の
減
少
、
施
設
運
営
費
用
の

増
加
や
利
用
料
の
減
少
な
ど
が
一
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　各
地
区
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
地
区
毎
の
人
数
配
分
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　役
員
報
酬
審
議
会
で
協
議
を
行
い
、

総
代
会
で
は
総
額
を
承
認
い
た
だ
く

手
続
き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　職
員
が
学
識
経
験
理
事
と
な
る
こ

と
に
問
題
は
な
く
、
必
ず
し
も
外
部

か
ら
引
き
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　可
能
な
範
囲
で
職
員
給
与
の
底
上

げ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
年
間
１
万
件
程

度
の
閲
覧
状
況
で
、
融
資
関
連
が
多

く
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◇

　積
立
金
の
目
的
外
の
理
由
で
の
取

り
崩
し
に
は
、
総
代
会
決
議
が
必
要

で
す
。
な
お
、
平
成
20
年
当
時
は
、

金
融
危
機
に
限
り
、
取
り
崩
し
が
可

能
な
状
況
で
し
た
。

◇

　（要
望
）

◇

　リ
ク
ル
ー
ト
対
策
を
主
な
目
的
と

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
で
約

5
0
0
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　新
採
用
や
若
年
層
の
給
与
改
定
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　正
職
員
で
は
本
店
で
7
名
、
知
内

で
4
名
で
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　部
門
ご
と
に
状
況
を
把
握
し
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　出
荷
方
法
の
調
整
に
よ
り
共
選
業

務
量
の
増
加
に
対
応
し
改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
他
地
区
で

の
経
験
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

と
考
え
、
適
材
適
所
と
本
人
事
情
を

考
慮
し
な
が
ら
異
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　大
野
、
大
中
山
は
商
系
の
安
値
販

売
の
た
め
止
む
無
く
追
随
し
て
お
り

ま
す
。
全
地
区
を
採
算
割
れ
の
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
や
組
合
員
に
更
な

る
値
引
き
は
経
営
上
厳
し
く
で
き
ま

せ
ん
。
組
合
員
向
け
営
農
用
灯
油
、

免
税
軽
油
は
統
一
価
格
で
特
別
対
応

し
て
い
る
点
も
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇

　令
和
７
年
度
は
木
古
内
S
S
の
洗

車
機
と
電
光
看
板
の
導
入
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

◇

　多
様
な
価
格
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

当
社
の
価
格
の
優
劣
も
日
々
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
営
農
用
灯
油
、
免
税

軽
油
は
後
戻
し
を
含
め
て
安
価
安
定

供
給
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　大
型
車
の
車
検
と
タ
イ
ヤ
交
換
対

応
に
向
け
た
設
備
・
機
器
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

25
昨
年
は
他
地
区
の
欠
員
に
よ
り
当

地
区
か
ら
3
人
異
動
し
た
が
、
共

選
現
場
の
業
務
改
善
等
の
対
策
は

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
人
事
を
し
て
い
る
の

か
。

20
人
事
異
動
時
は
営
農
セ
ン
タ
ー
だ

け
で
な
く
、
金
融
店
舗
や
子
会
社

に
つ
い
て
も
通
知
し
て
ほ
し
い
。

15
理
事
者
も
含
め
職
員
に
奮
起
し
て

も
ら
う
た
め
、
多
少
で
も
職
員
の

給
与
手
当
に
回
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

11
常
勤
役
員
と
意
見
を
交
換
す
る
機

会
が
少
な
い
の
で
、
地
区
の
運
営

委
員
会
に
常
勤
役
員
が
出
席
し
、

地
区
の
状
況
を
理
解
し
て
ほ
し

い
。

12
令
和
12
年
度
の
役
員
定
数
に
つ
い

て
、
渡
島
で
12
名
と
な
っ
て
い
る

が
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

19
宣
伝
広
告
費
に
つ
い
て
、
前
年
度

実
績
に
比
べ
増
加
し
た
理
由
を
教

え
て
ほ
し
い
。

24
管
理
職
・
中
堅
層
の
離
職
に
対
し

何
か
対
応
し
て
い
る
の
か
。

21
職
員
給
与
に
つ
い
て
世
間
並
み
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る

か
。

26
人
事
異
動
の
際
は
、
経
験
者
の
配

置
を
お
願
い
し
た
い
。

22
昨
年
離
職
が
多
か
っ
た
地
区
は
ど

こ
か
。

23
同
じ
業
務
で
も
地
域
毎
に
業
務
量

が
異
な
る
。
そ
の
点
を
き
ち
ん
と

勤
務
評
価
を
し
て
ほ
し
い
。

17
経
営
基
盤
強
化
積
立
金
の
目
的
・

使
途
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
の
酪

農
危
機
に
取
り
崩
し
出
来
な
か
っ

た
の
か
。

18
員
外
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
、

J
A
系
統
以
外
の
酪
農
畜
産
の
専

門
家
を
要
望
す
る
。

16
第
７
次
中
期
経
営
計
画
に
つ
い

て
、
情
報
発
信
を
行
っ
た
と
あ
る

が
、
S
N
S
・
L
I
N
E
・
H
P

等
の
来
訪
者
数
は
整
理
さ
れ
て
い

る
の
か
。

13
役
員
報
酬
に
つ
い
て
、
他
団
体
等

は
詳
細
を
開
示
し
て
い
る
の
で
、

理
事
ご
と
の
詳
細
を
開
示
し
総
額

を
記
載
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

14
職
員
が
学
識
経
験
理
事
に
就
任
し

て
お
り
、
運
営
だ
け
を
考
え
れ
ば

良
い
が
、
変
化
が
無
く
不
自
然
な

部
分
に
気
付
か
な
い
の
で
は
な
い

か
。

11
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ま
す
。
地
域
と
の
関
係
性
は
地
区
役

員
の
活
動
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　信
用
共
済
金
融
店
舗
は
、
広
域
営

農
セ
ン
タ
ー
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇

　各
地
区
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
営
農

体
制
は
必
要
で
あ
り
、
現
状
と
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　実
感
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
等
に
努
め
ま
す
。

◇

　相
談
等
は
関
係
部
署
へ
繋
げ
ま
す

の
で
、
職
員
へ
気
兼
ね
な
く
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

　北
海
道
信
連
が
増
資
を
計
画
し
て

お
り
J
A
へ
の
増
資
要
請
は
現
在
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
農
林
中
金
か

ら
信
連
へ
の
奨
励
金
に
影
響
が
出
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
当
年
の
信

連
か
ら
J
A
へ
の
奨
励
金
は
前
年
と

同
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、

ク
ミ
カ
ン
の
営
農
コ
ー
ド
の
割
付
が

出
来
な
い
状
態
で
す
。
普
通
口
座
で

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◇

　令
和
7
年
産
米
の
出
荷
契
約
時
に

は
契
約
概
算
金
を
提
示
し
、
契
約
数

量
を
積
み
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
加
工
米
や
輸
出
米
で

も
主
食
用
米
並
み
の
手
取
り
を
確
保

し
、「
農
協
に
出
荷
し
て
良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

◇

　令
和
6
年
産
主
食
米
の
追
加
精
算

は
3
〜
4
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

5
月
末
ま
で
に
決
定
し
周
知
し
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　事
業
内
容
を
確
認
し
、
町
に
要
望

い
た
し
ま
す
。

◇

　情
報
を
セ
ン
タ
ー
内
で
共
有
し
発

信
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◇

　内
容
を
確
認
し
、
情
報
提
供
い
た

し
ま
す
。

◇

　今
年
度
も
、
酪
農
部
会
と
支
援
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
取
り
進
め
ま
す
。

◇

　行
政
支
援
な
ら
び
に
各
組
合
の
事

業
内
容
等
の
差
異
も
あ
り
ま
す
の
で
、

調
査
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　経
営
規
模
維
持
・
拡
大
が
可
能
な

ス
マ
ー
ト
農
業
等
を
推
進
し
て
お
り

　
　…
質
問
・
意
見

　◇
…
回
答

◇

　（意
見
）

◇

　再
編
に
は
倉
庫
の
新
設
が
必
要
で

あ
り
、
総
務
省
の
事
業
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
解
体
費
も
対
象
と
な
る

た
め
地
区
生
産
者
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　現
在
、
広
域
・
重
点
品
目
は
本
店

職
員
が
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

長
ネ
ギ
・
ト
マ
ト
・
ニ
ラ
に
つ
い
て
、

今
後
は
本
店
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

各
営
農
セ
ン
タ
ー
販
売
担
当
職
員
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　有
利
販
売
の
た
め
同
一
品
目
は
規

格
や
ル
ー
ル
等
を
合
わ
せ
る
よ
う
、

地
区
役
員
や
各
組
合
員
と
協
議
を
し

な
が
ら
取
り
進
め
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　2
月
に
施
設
再
編
の
現
場
説
明
会

を
開
催
し
、
上
磯
集
出
荷
施
設
で
の

対
応
は
長
期
的
に
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、
七
飯
町
の
広
域
集
出
荷
施
設

へ
集
約
す
る
方
針
で
す
。
今
後
も
出

荷
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
対
応
可
能

な
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

◇

　農
協
出
荷
以
外
に
出
荷
先
が
多
様

化
し
て
い
ま
す
が
、
集
荷
販
売
対
応

を
強
化
す
る
こ
と
で
農
協
出
荷
の
有

利
性
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
取

引
先
に
は
生
産
コ
ス
ト
を
提
示
し
、

希
望
取
引
価
格
に
基
づ
く
販
売
に
よ

り
農
業
所
得
の
増
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◇

　事
業
利
益
が
出
て
い
な
い
の
は
課

題
で
す
。
事
業
管
理
費
は
人
件
費
等

で
赤
字
を
抑
え
て
い
ま
す
が
直
接
経

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
地
域
・
品

目
ご
と
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

予
冷
、
保
管
、
施
設
管
理
も
品
質
確

保
で
重
要
な
対
策
で
す
。
今
後
、
意

見
を
考
慮
し
た
改
善
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　経
営
移
譲
の
と
き
に
司
法
書
士
に

依
頼
し
手
続
き
を
お
願
い
し
て
確
認

し
て
お
り
ま
す
。
根
抵
当
権
の
効
力

を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の

債
務
者
の
名
義
に
変
更
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇

　北
斗
地
区
、
七
飯
地
区
を
集
約
し

担
当
割
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
L
A

同
士
の
情
報
共
有
や
新
人
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
効
果
は
出
て
お

り
ま
す
。

◇

　現
状
は
広
域
理
事
が
2
名
お
り
、

役
員
の
15
％
以
上
を
女
性
登
用
す
る

指
針
に
対
応
す
る
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　今
回
の
再
編
で
は
、
特
に
農
産
関

係
の
販
売
力
強
化
の
た
め
、
農
産
に

着
目
し
営
農
指
導
と
い
う
点
を
含
め

て
考
え
た
場
合
、
渡
島
・
檜
山
に
統

合
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　色
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
広

域
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー
構
想
は
3
〜

4
年
前
か
ら
検
討
し
、
各
部
会
で
も

協
議
す
る
よ
う
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
十
分
な
協
議
期
間
が
必
要
と

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

◇

　同
地
区
か
ら
2
名
を
選
出
し
な
い

こ
と
で
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　検
討
段
階
で
は
対
応
可
能
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　各
地
域
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
現
状
と
同
様
の
方
法
で
役
員
を

選
出
す
る
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　理
事
会
内
で
の
役
員
協
議
会
に
お

け
る
協
議
経
過
で
あ
り
、
決
定
事
項

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
会
等
で
も

議
論
し
て
お
り
、
将
来
構
想
は
早
め

に
組
合
員
へ
周
知
を
行
い
、
意
見
を

貰
い
な
が
ら
作
り
上
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◇

　貸
出
審
査
、
マ
ネ
ロ
ン
資
金
対
策

や
疑
わ
し
い
取
引
等
の
検
証
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
全
般
に
関
す
る
業
務

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　リ
ス
ク
管
理
室
と
し
て
、「
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　昨
年
と
比
較
す
る
と
数
千
万
円
悪

化
し
て
お
り
ま
す
。
通
常
年
で
は
発

生
し
な
い
収
益
も
あ
り
ま
し
た
が
、

出
荷
量
の
減
少
、
施
設
運
営
費
用
の

増
加
や
利
用
料
の
減
少
な
ど
が
一
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　各
地
区
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
地
区
毎
の
人
数
配
分
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　役
員
報
酬
審
議
会
で
協
議
を
行
い
、

総
代
会
で
は
総
額
を
承
認
い
た
だ
く

手
続
き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　職
員
が
学
識
経
験
理
事
と
な
る
こ

と
に
問
題
は
な
く
、
必
ず
し
も
外
部

か
ら
引
き
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　可
能
な
範
囲
で
職
員
給
与
の
底
上

げ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
年
間
１
万
件
程

度
の
閲
覧
状
況
で
、
融
資
関
連
が
多

く
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◇

　積
立
金
の
目
的
外
の
理
由
で
の
取

り
崩
し
に
は
、
総
代
会
決
議
が
必
要

で
す
。
な
お
、
平
成
20
年
当
時
は
、

金
融
危
機
に
限
り
、
取
り
崩
し
が
可

能
な
状
況
で
し
た
。

◇

　（要
望
）

◇

　リ
ク
ル
ー
ト
対
策
を
主
な
目
的
と

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
で
約

5
0
0
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　新
採
用
や
若
年
層
の
給
与
改
定
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　正
職
員
で
は
本
店
で
7
名
、
知
内

で
4
名
で
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　部
門
ご
と
に
状
況
を
把
握
し
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　出
荷
方
法
の
調
整
に
よ
り
共
選
業

務
量
の
増
加
に
対
応
し
改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
他
地
区
で

の
経
験
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

と
考
え
、
適
材
適
所
と
本
人
事
情
を

考
慮
し
な
が
ら
異
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　大
野
、
大
中
山
は
商
系
の
安
値
販

売
の
た
め
止
む
無
く
追
随
し
て
お
り

ま
す
。
全
地
区
を
採
算
割
れ
の
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
や
組
合
員
に
更
な

る
値
引
き
は
経
営
上
厳
し
く
で
き
ま

せ
ん
。
組
合
員
向
け
営
農
用
灯
油
、

免
税
軽
油
は
統
一
価
格
で
特
別
対
応

し
て
い
る
点
も
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇

　令
和
７
年
度
は
木
古
内
S
S
の
洗

車
機
と
電
光
看
板
の
導
入
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

◇

　多
様
な
価
格
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

当
社
の
価
格
の
優
劣
も
日
々
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
営
農
用
灯
油
、
免
税

軽
油
は
後
戻
し
を
含
め
て
安
価
安
定

供
給
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　大
型
車
の
車
検
と
タ
イ
ヤ
交
換
対

応
に
向
け
た
設
備
・
機
器
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
信
用
共
済
部
関
係
】

【
総
務
部
関
係
】

1
役
員
定
数
の
関
係
に
つ
い
て
、
広

域
理
事
は
必
要
な
の
か
。

1
農
林
中
金
の
運
用
失
敗
に
よ
る
赤

字
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
J
A

か
ら
の
増
資
や
預
金
に
影
響
あ
る

の
か
。

2
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
も
っ
と
普

及
さ
せ
る
べ
き
。
顧
客
に
も
っ
と

周
知
し
て
ほ
し
い
。

4
L
A
を
本
店
に
集
約
し
て
い
る
が

ど
の
よ
う
な
機
能
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

2
広
域
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー
の
名
称

に
つ
い
て
、「
渡
島
・
檜
山
」
と

す
る
理
由
を
教
え
て
ほ
し
い
。

6
広
域
で
役
員
定
数
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
今
ま
で
通
り
地
区
か
ら

選
出
で
き
な
い
の
か
。

9
離
職
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
リ
ス

ク
管
理
室
が
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

8
リ
ス
ク
管
理
室
の
業
務
内
容
を
教

え
て
ほ
し
い
。

7
役
員
定
数
の
検
討
内
容
は
、
決
定

事
項
と
い
う
認
識
で
よ
い
の
か
。

ま
た
、
広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
や
役

員
定
数
な
ど
、
理
事
会
で
十
分
検

討
し
た
案
な
の
か
。

3
「
厚
沢
部
・
せ
た
な
」
で
檜
山
広

域
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー
に
移
行
す

る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
厚
沢
部

地
区
の
組
合
員
の
反
応
を
教
え
て

ほ
し
い
。

4
広
域
理
事
の
選
出
方
法
に
つ
い

て
、
同
地
区
か
ら
複
数
選
出
さ
れ

る
懸
念
が
あ
る
が
、
協
議
内
容
を

教
え
て
ほ
し
い
。

5
常
務
定
数
を
2
名
体
制
に
す
る
こ

と
で
、
組
合
運
営
に
支
障
は
な
い

の
か
。

3
根
抵
当
権
で
担
保
を
取
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
経
営
移
譲
や
所
有
者

が
死
亡
し
た
際
に
、
抹
消
や
移
転

を
し
た
か
確
認
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
古
い
根
抵
当
権
は
効
力
が
あ

る
の
か
。

10
令
和
６
年
度
の
経
営
状
況
を
教
え

て
ほ
し
い
。

10
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ま
す
。
地
域
と
の
関
係
性
は
地
区
役

員
の
活
動
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　信
用
共
済
金
融
店
舗
は
、
広
域
営

農
セ
ン
タ
ー
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇

　各
地
区
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
営
農

体
制
は
必
要
で
あ
り
、
現
状
と
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　実
感
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
等
に
努
め
ま
す
。

◇

　相
談
等
は
関
係
部
署
へ
繋
げ
ま
す

の
で
、
職
員
へ
気
兼
ね
な
く
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

　北
海
道
信
連
が
増
資
を
計
画
し
て

お
り
J
A
へ
の
増
資
要
請
は
現
在
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
農
林
中
金
か

ら
信
連
へ
の
奨
励
金
に
影
響
が
出
る

可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
当
年
の
信

連
か
ら
J
A
へ
の
奨
励
金
は
前
年
と

同
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、

ク
ミ
カ
ン
の
営
農
コ
ー
ド
の
割
付
が

出
来
な
い
状
態
で
す
。
普
通
口
座
で

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◇

　令
和
7
年
産
米
の
出
荷
契
約
時
に

は
契
約
概
算
金
を
提
示
し
、
契
約
数

量
を
積
み
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
加
工
米
や
輸
出
米
で

も
主
食
用
米
並
み
の
手
取
り
を
確
保

し
、「
農
協
に
出
荷
し
て
良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

◇

　令
和
6
年
産
主
食
米
の
追
加
精
算

は
3
〜
4
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

5
月
末
ま
で
に
決
定
し
周
知
し
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　事
業
内
容
を
確
認
し
、
町
に
要
望

い
た
し
ま
す
。

◇

　情
報
を
セ
ン
タ
ー
内
で
共
有
し
発

信
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◇

　内
容
を
確
認
し
、
情
報
提
供
い
た

し
ま
す
。

◇

　今
年
度
も
、
酪
農
部
会
と
支
援
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
取
り
進
め
ま
す
。

◇

　行
政
支
援
な
ら
び
に
各
組
合
の
事

業
内
容
等
の
差
異
も
あ
り
ま
す
の
で
、

調
査
・
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　経
営
規
模
維
持
・
拡
大
が
可
能
な

ス
マ
ー
ト
農
業
等
を
推
進
し
て
お
り

　
　…
質
問
・
意
見

　◇
…
回
答

◇

　（意
見
）

◇

　再
編
に
は
倉
庫
の
新
設
が
必
要
で

あ
り
、
総
務
省
の
事
業
活
用
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
解
体
費
も
対
象
と
な
る

た
め
地
区
生
産
者
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　現
在
、
広
域
・
重
点
品
目
は
本
店

職
員
が
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

長
ネ
ギ
・
ト
マ
ト
・
ニ
ラ
に
つ
い
て
、

今
後
は
本
店
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

各
営
農
セ
ン
タ
ー
販
売
担
当
職
員
の

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　有
利
販
売
の
た
め
同
一
品
目
は
規

格
や
ル
ー
ル
等
を
合
わ
せ
る
よ
う
、

地
区
役
員
や
各
組
合
員
と
協
議
を
し

な
が
ら
取
り
進
め
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇

　2
月
に
施
設
再
編
の
現
場
説
明
会

を
開
催
し
、
上
磯
集
出
荷
施
設
で
の

対
応
は
長
期
的
に
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、
七
飯
町
の
広
域
集
出
荷
施
設

へ
集
約
す
る
方
針
で
す
。
今
後
も
出

荷
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
対
応
可
能

な
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

◇

　農
協
出
荷
以
外
に
出
荷
先
が
多
様

化
し
て
い
ま
す
が
、
集
荷
販
売
対
応

を
強
化
す
る
こ
と
で
農
協
出
荷
の
有

利
性
を
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
取

引
先
に
は
生
産
コ
ス
ト
を
提
示
し
、

希
望
取
引
価
格
に
基
づ
く
販
売
に
よ

り
農
業
所
得
の
増
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◇

　事
業
利
益
が
出
て
い
な
い
の
は
課

題
で
す
。
事
業
管
理
費
は
人
件
費
等

で
赤
字
を
抑
え
て
い
ま
す
が
直
接
経

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
地
域
・
品

目
ご
と
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

予
冷
、
保
管
、
施
設
管
理
も
品
質
確

保
で
重
要
な
対
策
で
す
。
今
後
、
意

見
を
考
慮
し
た
改
善
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

　経
営
移
譲
の
と
き
に
司
法
書
士
に

依
頼
し
手
続
き
を
お
願
い
し
て
確
認

し
て
お
り
ま
す
。
根
抵
当
権
の
効
力

を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の

債
務
者
の
名
義
に
変
更
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◇

　北
斗
地
区
、
七
飯
地
区
を
集
約
し

担
当
割
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
L
A

同
士
の
情
報
共
有
や
新
人
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
効
果
は
出
て
お

り
ま
す
。

◇

　現
状
は
広
域
理
事
が
2
名
お
り
、

役
員
の
15
％
以
上
を
女
性
登
用
す
る

指
針
に
対
応
す
る
よ
う
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　今
回
の
再
編
で
は
、
特
に
農
産
関

係
の
販
売
力
強
化
の
た
め
、
農
産
に

着
目
し
営
農
指
導
と
い
う
点
を
含
め

て
考
え
た
場
合
、
渡
島
・
檜
山
に
統

合
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇

　色
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
広

域
総
合
営
農
セ
ン
タ
ー
構
想
は
3
〜

4
年
前
か
ら
検
討
し
、
各
部
会
で
も

協
議
す
る
よ
う
提
言
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
十
分
な
協
議
期
間
が
必
要
と

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

◇

　同
地
区
か
ら
2
名
を
選
出
し
な
い

こ
と
で
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　検
討
段
階
で
は
対
応
可
能
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　各
地
域
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
現
状
と
同
様
の
方
法
で
役
員
を

選
出
す
る
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　理
事
会
内
で
の
役
員
協
議
会
に
お

け
る
協
議
経
過
で
あ
り
、
決
定
事
項

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
会
等
で
も

議
論
し
て
お
り
、
将
来
構
想
は
早
め

に
組
合
員
へ
周
知
を
行
い
、
意
見
を

貰
い
な
が
ら
作
り
上
げ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◇

　貸
出
審
査
、
マ
ネ
ロ
ン
資
金
対
策

や
疑
わ
し
い
取
引
等
の
検
証
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
全
般
に
関
す
る
業
務

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　リ
ス
ク
管
理
室
と
し
て
、「
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　昨
年
と
比
較
す
る
と
数
千
万
円
悪

化
し
て
お
り
ま
す
。
通
常
年
で
は
発

生
し
な
い
収
益
も
あ
り
ま
し
た
が
、

出
荷
量
の
減
少
、
施
設
運
営
費
用
の

増
加
や
利
用
料
の
減
少
な
ど
が
一
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　各
地
区
で
役
員
推
薦
委
員
を
選
出

し
、
地
区
毎
の
人
数
配
分
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
事
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　役
員
報
酬
審
議
会
で
協
議
を
行
い
、

総
代
会
で
は
総
額
を
承
認
い
た
だ
く

手
続
き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　職
員
が
学
識
経
験
理
事
と
な
る
こ

と
に
問
題
は
な
く
、
必
ず
し
も
外
部

か
ら
引
き
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◇

　可
能
な
範
囲
で
職
員
給
与
の
底
上

げ
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
年
間
１
万
件
程

度
の
閲
覧
状
況
で
、
融
資
関
連
が
多

く
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◇

　積
立
金
の
目
的
外
の
理
由
で
の
取

り
崩
し
に
は
、
総
代
会
決
議
が
必
要

で
す
。
な
お
、
平
成
20
年
当
時
は
、

金
融
危
機
に
限
り
、
取
り
崩
し
が
可

能
な
状
況
で
し
た
。

◇

　（要
望
）

◇

　リ
ク
ル
ー
ト
対
策
を
主
な
目
的
と

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
で
約

5
0
0
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　（要
望
）

◇

　新
採
用
や
若
年
層
の
給
与
改
定
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　正
職
員
で
は
本
店
で
7
名
、
知
内

で
4
名
で
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　部
門
ご
と
に
状
況
を
把
握
し
対
応

し
て
お
り
ま
す
。

◇

　出
荷
方
法
の
調
整
に
よ
り
共
選
業

務
量
の
増
加
に
対
応
し
改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
他
地
区
で

の
経
験
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

と
考
え
、
適
材
適
所
と
本
人
事
情
を

考
慮
し
な
が
ら
異
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

◇

　（
要
望
）

◇

　大
野
、
大
中
山
は
商
系
の
安
値
販

売
の
た
め
止
む
無
く
追
随
し
て
お
り

ま
す
。
全
地
区
を
採
算
割
れ
の
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
や
組
合
員
に
更
な

る
値
引
き
は
経
営
上
厳
し
く
で
き
ま

せ
ん
。
組
合
員
向
け
営
農
用
灯
油
、

免
税
軽
油
は
統
一
価
格
で
特
別
対
応

し
て
い
る
点
も
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇

　令
和
７
年
度
は
木
古
内
S
S
の
洗

車
機
と
電
光
看
板
の
導
入
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

◇

　多
様
な
価
格
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

当
社
の
価
格
の
優
劣
も
日
々
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
営
農
用
灯
油
、
免
税

軽
油
は
後
戻
し
を
含
め
て
安
価
安
定

供
給
し
て
お
り
ま
す
。

◇

　大
型
車
の
車
検
と
タ
イ
ヤ
交
換
対

応
に
向
け
た
設
備
・
機
器
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

　数
値
集
計
が
終
わ
り
、
利
用
実
績

と
の
照
合
、
分
析
と
考
察
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

◇

　シ
ス
テ
ム
の
入
替
な
ど
多
額
の
投

資
が
必
要
で
、
支
店
統
合
は
避
け
ら

れ
ず
、
施
設
整
備
も
J
A
の
健
全
経

営
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

◇

　施
設
・
農
産
物
集
約
で
販
売
で
き

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◇

　各
々
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
酪
農

も
同
様
に
目
を
向
け
て
ま
い
り
ま
す
。

【
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
関
係
】

【
そ
の
他
（
共
通
事
項
）】

1
大
野
、
大
中
山
と
同
価
格
に
し
、

更
に
組
合
員
の
み
1
〜
2
円
安
く

で
き
な
い
か
。

1
販
売
利
益
で
信
用
事
業
を
支
え
て

お
り
、
農
業
施
設
の
維
持
を
要
望

し
た
い
。

2
J
A
き
た
ひ
や
ま
と
合
併
し
た

が
、
合
併
効
果
が
見
え
て
い
な
い
。

3
酪
農
と
農
産
の
収
益
・
経
費
を
明

確
に
分
け
て
ほ
し
い
。

2
知
内
地
区
の
導
入
予
定
設
備
は
何

か
。

3
商
系
価
格
に
負
け
て
い
な
い
か
、

勝
て
な
い
の
か
。

4
整
備
工
場
で
鍛
冶
屋
、
大
型
車
対

応
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

5
整
備
工
場
の
利
用
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
で
た
の
か
。

WORK PLUS+
当ＪＡ職員について、趣味や好きなことを交えてご紹介します。

森営農センター 生産資材課
たか はし　　　こう  いち

髙橋　浩一 職員（25歳）
Ｑ．業務において心掛けていることはなんですか？
Ａ．納品時の荷姿がきれいに見えるように丁寧な配送をするように
　　心がけています。
Ｑ．仕事においてやりがいを感じるときはどんな時ですか？
Ａ．スムーズに注文や配送ができた時などに組合員に喜んでもらえ
　　たときにやりがいを感じます。

■北斗市出身
■平成３０年4月に入組

■趣味は旅行・ゲーム
■主な業務／資材業務

P R O F I L E

「道中の景色を楽しみなが
ら目的地に向かいます。運
転の楽しみが増すマニュア
ル仕様です」
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6
Ｂ

8
Ｃ

19
Ｄ

Ａ

Q. A.

ルール
空いているマスに、1から9までの数字のどれかを入れ
ます。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太線で囲まれた3×3のブ
ロック（それぞれ9マスあるブロックが9つ）のいずれにも
1から9までの数字が1つずつ入ります。

（2）

➡

例

数独®ニコリ

二重枠に入った数字の合計は？
Q.

出題®ニコリ

二重マスの文字をA〜Dの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

Q.

全部埋めなくても
答えはでるよ！
まずは

「３×３のブロック」
で数字を順に
考えてみよう！

脳 広場トレ
数独・クロスワード

数独／前回の答え 14 クロスワード／前回の答え シバザクラ

パズル? 頭の体操

タテのカギ
 1 漢字では紫陽花と書く花
 4 肌にできないように日焼け止めを塗りました
 6 剣道の試合のとき頭につけます
 7 植物を分厚い本にはさんで作ることも
 9　1年を基準としたときの3カ月
11 inと表記する長さの単位
12 神棚に供える植物
14 サイン、――、タンジェント
16 海の宝石とも呼ばれる生き物
18 ――に交われば赤くなる
20 6月10日は――の記念日です
21 じょうろやホースでおこないます

ヨコのカギ
 1 6～7月はしとしとと降る日が多い
 2 あの部長は――掌握術に優れている
 3 化学式ではH+やOH-などと表します
 4 「桃太郎」でおじいさんが刈りにいったもの
 5 旧暦6月の異称
 8 赤、青、黄、鮮やかな――の花々が咲いている
10 渋谷駅前の待ち合わせ場所として有名な忠犬――像
11 長女から見た次女や三女
13 父の日に――をこめてプレゼントを送った
15 生の魚貝などを薄く切った料理
17 木の根と枝のあいだ
19 オニ、テッポウなどの種類がある花

15

Information

第
5
回
理
事
会（
定
例
）

●
日
時
／
令
和
7
年
５
月
１５
日（
木
）10
時
30
分
〜

　●
場
所
／
道
南
農
業
会
館

理
事
会
開
催
報
告

（
１
）
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

　
　
　①

 第４
回
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会

　
　
　②

 第３
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

（
２
）
正
組
合
員
へ
の
出
資
配
当
金
・
事
業
分
量
配
当
金
の
出
資
金
振
替
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

（
３
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

（
４
）
利
益
相
反
取
引
に
係
る
包
括
承
認
貸
付
の
実
行
報
告
に
つ
い
て

（
５
）
理
事
者
へ
の
貸
付
実
行
に
つ
い
て

（
６
）
金
融
機
関
へ
の
貸
付
実
行
に
つ
い
て

（
７
）
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
戦
略
シ
ー
ト
に
つ
い
て

（
８
）
令
和
７
年
度
第
２
四
半
期
余
裕
金
運
用
計
画
額
お
よ
び
運
用
方
針
に
つ
い
て

（
９
）
令
和
７
年
産
米
出
荷
契
約
基
本
単
価
設
定
報
告
に
つ
い
て

（
10
）
令
和
６
年
産
主
食
用
米
追
加
精
算
（
見
込
単
価
）
に
つ
い
て

（
11
）
広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
整
備
再
編
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
12
）
「
函
館
馬
鈴
薯
用
ス
チ
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
」
の
リ
ー
ス
取
得
に
係
る
見
積
合
せ
結
果
に
つ
い

　
　
　て

（
13
）
広
域
共
選
施
設
（
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
）
に
係
る
固
定
資
産
「
キ
ュ
ウ
リ
機
械
設
備
移
設

　
　
　改
修
工
事
」
の
取
得
に
係
る
取
得
金
額
に
つ
い
て

（
14
）
令
和
７
年
度
青
果
物
等
輸
送
料
金
に
つ
い
て

報
告
事
項

第
１
号

　職
員
へ
の
夏
期
手
当
の
支
給
に
つ
い
て 

第
２
号

　農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
検
査
の
回
答
に
つ
い
て

　

第
３
号

　財
務
管
理
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

第
４
号

　役
員
定
数
等
検
討
委
員
会
の
委
員
選
任
に
つ
い
て

第
５
号

　デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に
つ
い
て

議
　
　案

ＪＡへの就職希望者１００%就職
（令和6年度実績）

●定員４０名 ●男女共学 ●１カ年 ●寮完備（個室） ●通学制
●受験資格：満２７歳未満（令和7年４月１日現在）

　大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：９月２0日（土）●願書受付：７月１1日（金）～８月29日（金）消印有効

●オープンキャンパス随時開催中

【JAカレッジ】で 検索

〒069-0834　江別市文京台東町43-1　☎0120-918-417
一般財団法人 北海道農業協同組合学校

JAグループ職員養成校

JAカレッジ
令和7年度より
通学制開始

令和8年度 第１回学生募集
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2
‐
道
南
を
農
す

　
　八
雲
町

　中
島

　大
介
 さん

3
‐TO

PICS

4
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

6
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
檜
山
）

7
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

8
‐Inform

ation

　
　対
話
し
た
い
わ（
組
合
員
懇
談
会
）

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　J
A
カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集

15
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№274
6月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

第
2
7
4
号

電
話
／
0138-77-5557　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5563

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
本
店
 農
業
振
興
部
 営
農
企
画
課
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

令
和
7年
6月
10日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号

まるめ郎アルバム
マルメロード第143章

Ｄａｙ：2025.5.21

　かわいい仔牛がいました　生
後１週間とのことで産まれたてほ
やほやの姿がとってもかわいかっ
たです♡カメラに興味を示してい
ましたが、少し怖いのかこちらの
様子をうかがっている姿を収めま
した♡かわいい！！

編集後記

　今回取材した牛舎には牛　だけでなくかわいい猫ちゃん　
も外にいました。大きなトラクターに飛び乗ってみたり猫同士挨
拶したり、私たちの周りを優雅にぐるぐる散歩していました♡
 （茉）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

材料（2人分） 作り方

今月号の表紙について

撮
影
場
所

品
　
　
目

八
雲
地
区
に
て
撮
影

牛

担々麺の新定番

白い冷やし担々麺

中華めん（生）……………………………… 2玉
スープ（顆粒チキン※）……………………50ml
A
　ラーユ…………………………………大さじ2
　しょうゆ…………………………………大さじ1
　練りごま（白） …………………………… 40g
　酢・砂糖 …………………………各小さじ1
　塩 ……………………………………… 少々
牛乳 …………………………………… 100ml
生クリーム …………………………………50ml
豆もやし …………………………………… 適量
オクラ ……………………………………… 2本
錦糸卵 …………………………………… 適量
※顆粒チキンスープの素（中国風）を表示通りに溶いたもの

おいしい
ミルクレシピ

牛乳をもっと食卓に

1

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

鍋にたっぷりの湯を沸かして中華めんをゆで、流水でよく洗って水け
をきる。

2 スープはひと煮立ちさせて冷ましておく。

5 器に①を盛って③をかけ、④、錦糸卵をのせる。好みでさらにラーユ（分
量外）をかける。

3
ボウルにAを入れて混ぜ、②、牛乳、生クリームを加えて混ぜ、冷蔵庫で
冷やしておく。

4 豆もやし、オクラはサッとゆでる。


